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はじめに　
俳句とは、五・七・五の十七音から成る世界最短の定型詩である。
室町時代に流行した連歌の遊戯性、庶民性を高めた文芸が俳諧であり、江戸前期に松尾芭蕉が出てその芸術性を高め蕉風を創始した。単独でも鑑賞 堪える自立性 高い発句を数多く詠んだことが俳句の源流となった。近代 なって、個人 創作 重視し俳句を成立させたのが、明治時 の正岡子規であった。子規は江戸末期の俳諧を月並俳諧と批判して、近代文芸にするための俳句革新運動を行い、 「ホトトギス」 拠って日本派と称して、写生俳句を唱えた。子規の死後、日本派は高浜虚子と河東碧梧桐の二派に分かれた。虚子は「ホトトギス」を主宰 、伝統的な季題や定型を守る立場をとり、碧梧桐は写生主義 さら 徹底させ、自然観照におけ 個性的な実感を重んじる立場をとった。荻原井泉水は季題無用論を唱え、非定型の自由律俳句を 張し新傾向派と呼ばれ、 「層雲」を主宰し 放浪 人尾崎放哉や種田山頭火は井泉水の門である。ホトトギス派の保守的な作風に対して 水
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学校図書『中学校国語３』 「俳句十五句」では、 「風景」 「花」 「生











































































































































































































































で、近・現代俳句の教材 どのように扱われているかを調べ、１９９６年には高等学校国語教科書「国語Ⅰ」および「国語Ⅱ」において、各出版社から発行されているすべての教科書一三 出版社二六種を対象に調査した。その結果、俳句が掲載された回数の最も多いのは、高浜虚子で六五回、山口誓子（五八回） 、中村草田男（五七回） 加藤楸邨（五 ）と続くと指摘したうえで、俳句の仮名遣いについて出版社 よる違い 「俳句が古典の教材としてではなく、現代文の教材としてとらえられてい ことを考慮して、振りが だけでも、早く現代仮名づか に改めることを提案」
６している。しかし、現代文の教材だからといって、
音韻の響き 大切にする韻文の場合は、ふりがなを含め、原文は歴史的仮名遣いで表記するのが適切であると考える。





虚子、飯田蛇笏、水原秋桜子、山口誓子、中村草田男、加藤楸邨、尾崎放哉 杉 久 の 句が採録され、筑摩書房『現代文
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④最も多くの票 （点） を集めた俳句を決定、 発表する。 ＊票 点数）






























改訂版』 に拠った。夏目漱石 「俳句」 は 『漱石全集』
（岩波書店） 、 芥川龍之介「俳句」は『芥川龍之介全集』 （岩波書店） 、寺田虎彦「俳句」は『寺田虎彦全集』 （岩波書店） 、 又吉直樹「俳句」は『カキフライが無いなら来なかった』 （幻冬舎文庫）に拠った。註１
　































鈴木厚子『杉田久女の世界』駒草書房 ０ ０ １月、１１０頁。
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